
授業方法

必修・選択 必須 単位数 ２単位

学年・時期 回数

授業の目的及び ねらい

本人の望む生活の実現に向けて、生活課題の分析を行い、根拠に基づく介護実践を伴う課題解決の思考過程

を修得する。

授業終了時の到達目標

回数

成績評価の方法

使用テキスト・参考書等

最新介護福祉士養成講座９　「介護過程」第２版　介護福祉士養成講座編集委員会編集（中央法規出版）

授業に関する特記事項（携帯電話の取り扱い・授業内のルール等）

携帯電話の取り扱いは教員の指示を守る。
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学科 介護福祉科 15回

担当教員の

実務経験
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講義要項（シラバス）

科目名 介護過程Ⅱ 講義・演習

担当教員名 三輪　早和子

各回のテーマ・内容 授業以外の事前準備学習内容

介護福祉士養成施設　専任教員５年以上

介護職実務経験１０年以上

介護サービス計画や協働する他の専門職のケア計画と個別介護計画との関係性、チームとして介護過程を展開することの

意義や方法が理解できるようにする。

個別の事例を通じて、対象者の状態や状況に応じた介護過程ができるようにする。

適宜指示を出す。

介護の実施（３）

介護の実施（記録）

介護の実施（記録）

介護の実施（記録）

評価（１）

評価（２）

適宜指示を出す。

試験結果50％、授業態度・出席状況・レポート50％により評価する。

１年　　半期

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

適宜指示を出す。

まとめ

介護計画の立案（１）

介護計画の立案（２）

介護計画の立案（３）

介護計画の立案（４）

介護計画の立案（５）

介護計画の立案（６）

介護の実施（１）

介護の実施（２）


